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日差しの中で、子供たちの白い歯がキラリ。河西区区民運動会で行われ芝 1/'¥ 

ン喰い競争J競技での一場面です。

今年の秋も、子供からお年寄りまでみんなで楽しめる運動会を目標に、各地

区で運動会ガ盛大に開催されました。

秋空の下、障害物競争や水運び競争など趣向を凝らしだ競技が繰り広げられ

熱戦を展開。笑いや歓声の和やかな雰囲気の中、みんなで楽しく体を動かして

スポーツの秋を満喫しましだ。
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青空と緑と産業のまちづくりに
一般会計・特別会計の決算概要

平
成
元
年
度

一
般
会
計
と
特
別
会
計

の
決
算
が
九
月
の
定
例
議
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

決
算
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金

が
町
に
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ま
た
ど
ん

な
ふ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
、
い
わ
ば
一
万
二
千
町
民
の
家
計
簿

で
す
。
そ
の
決
算
概
要
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
三
十
三
億

一
千
九
百
十
四
万
二
千
円
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
が
、
法
人
税
の
伸
び
な
ど
か

ら
最
終
的
に
入
っ
た
お
金
(
歳
入
額
)

は
、
四
十
九
億
九
千
三
百
九
十
六
万
八

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

使
わ
れ
た
お
金
(
歳
出
額
)
は
、
四
十

八
億
六
千
六
百
五
十
万
七
千
円
で
、
教

守唱

育
費
が
全
体
の
三
十
・
七
%
を
占
め
ト

ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
三

小
学
校
の
建
設
用
地
の
取
得
、
町
立
図

書
館
建
設
工
事
な
ど
の
事
業
の
関
係
か

ら
増
加
し
た
も
の
で
、
土
木
費
・
総
務

費
が
こ
れ
に
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
翌
年
へ
の
繰
越
額
は
一
億
二

千
七
百
四
十
六
万

一
千
円
で
、
そ
の
内

翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
の
充
当
額

九
千
三
百
九
十
八
万
三
千
円
を
差
し
引

く
と
残
り
の
三
千
三
百
四
十
七
万
八
千

円
が
平
成
元
年
度
の
実
質
収
支
額
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
元
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
税
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、
グ
ラ
フ
と
表

を
使
っ
て
表
わ
し
て
み
ま
し
た
。

繰越金

9，457万7千
(1. 9%) 

県支出金
9，685万1千円

(1. 9%) 

地方譲与税
l億4，292万円
(2.8%) 

国庫支出金
2億920万2千円

(4.2%) 

繰入金

4億7，290万4千円

(9.5%) 

町 債
7億0，775万4千円

(14.2%) 

[町税の収入状況(決算額)][一般会計歳入科目][一般会計歳出科目]

昭和59年度

昭和60年度

平成2.11

昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度

平成元年度

② 

昭和60年度

昭和61年度

昭和62年度

昭和63年度

平成元年度

[週去5年間の決算状況]

広報しようわ

18億2.916万3千円

231)憲7.922万6千円

24億6，762万8千円

2li意4，514万B千円

271:意3，665万8千円

29憶6，閃3万7千円

E
 

E
 

3幾線的意部長寄るき嶋 紙同 ゑ僚機激戦認す務5主主総誇秘主主購 議議勝 争終

民 生 費 307，872 
社 会 福祉費 ，142，201 
児童福祉費 165，771 
災 害 救助費 。

士 木 費 1，220，814 
都市計画費 599，131 
道路橋り ょ う費 531， 944 
土木管理費 21，529 
河 )1/ 費 60，593 
住 宅 費 7，617 

教 育 費 1，482，441 
教育総務費 78.691 
保健体育費 88，672 

λ寸主dこpー 校 費 840，741 
社会教育費 403，216 
中 A寸主ιA 校 費 81，121 

総 務 費 1.021.963 
総務管理費 775，395 
』人二 画 費 156，661 
徴 税 費 58，530 
戸籍住民基本台帳費 16，682 
監査委員費 6，034 
統計調査費 1， 126 
選 挙 費 7，535 

公 債 費 205，496 
1} 債 費 205，496 

農林水産業費 298.497 
農 業 費 296，497 

衛 生 費 134，147 
保健衛生費 71) 214 
清 f帯 費 62，933 

j自 防 費 120，782 
i自 防 費 120，762 

議 dzCz Bh 費 56，500 
議 メヱ~、 費 56，500 

労 働 費 1. 516 
労 億』 費 1， 516 

商 工 費 8，399 
商 工 費 8，399 

災害復 旧 費 B 
災 害 復旧費 O 

|きZょ鰍 ;量密機議議総 4，866，507 



平完竿¥@
〔・町民1人当りにかかるお金 円l

¥¥ 
消防費

1億2，076万2千円

(2.5%) 
議会費及びその他

6，641万5千円

(1. 4%) 
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育
旧
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教

m

，3市
詰
長

土

m
tAP-

詰

問酬明

総

包

囲
制
労
J
l

r-町民?人当りの町税・消費税 246，710円 I

固定資産税 町民税 問たばこ税 消費譲与税 その他

103，108円 126，670円 5， 700円 10，344円 888円

監査 都三言 富子 ~ 
[老人保健特別会計]

医療諸費

諸支出金

償還金

総務費

総務管理費

備費

[下水道事業特別会計]

[渇水対策事業特別会計](単位千円)

目

渇水対策費

渇水対策費 I 7，469 

予備費 o

③ 広報しようわ 平成2.11. I 

農林水産費

2億9，649万7千円

(6.1%) 

民生費

3億797万2千円
(6.3%) 

総務費
10億2，196万3千円

(20.9%) 

[国民健康保険特別会計]

入 2，031 

1， 539 

入 498

延滞金加算金及過料

県支出金



「
読
書
の
秋
」
し
て
ま
す
か
/
~
目
仁
川
仁
1

日刊

Uμ
わ
れ
刊
行
川
崎

ん
の
み
な
さ
ん
に
上
手
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
、
連
日

大
賑
わ
い
で
す
。
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
図
書
館
パ
ッ
ク

を
さ
げ
た
人
の
姿
が
見
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

』

F

台
風
が
き
た
っ
て
図
書
館
は
へ
っ
ち
ゃ
ら
/

冊
の
興
奮

冊
の
感
動

1
1
H
H
叩
読
書
週
間
標
語

l
H
l

図
書
館
内
で
は

「幼
児
コ
ー
ナ
ー
」

で
、
絵
本
を
読
ん

だ
り
紙
芝
居
を
見
て
い
る
親
子
。

「
A
V
コ
ー
ナ
ー
」

の
ビ

デ
オ
の
視
聴
は
、
順
番
待
ち
も
で
る
ほ
ど
の
フ
ル
回
転
。

ま
た
、
お
年
寄
り
が
ソ
フ
ァ
ー
で
く
つ
ろ
ぎ
絵
画
集
を
見

て
い
る
姿
、
お
か
あ
さ
ん
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
む
つ
を
取

り
替
え
て
い
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

貸
出
・
返
却
・
検
索
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
短
時
間
で

処
理
で
き
ま
す
し
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
自
身
が

「
利
用

者
検
索
機
」
を
使
っ
て
、
自
分
で
読
み
た
い
本
を
探
す
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
機
械
は
チ
ビ
ッ
子
で
も
簡
単
に
操

作
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

蔵
書
数
も
み
な
さ
ん
の
ニ
1
1
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
増

加
し
、
図
書
館
ス
タ
ッ
フ

一
同
、
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ

る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
、
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

。i
ガ|

は
じ
め
ま
し
て
。
わ
だ
し
、
H

ひ
か

一

り
ち
ゃ
ん
H

で
す
。
親
し
み
ゃ
す
い

↑

名
前
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
明
る
く
つ

一

て
¥
あ
っ
た
か
く
て
、
と
っ
て
も
気

一

に
い
っ
て
る
の
。

↑

十
月
一
百
の
昭
和
町
立
図
書
館
運

一

営
委
員
会
で
決
ま
つ
だ
ん
だ
け
ど
¥

一

委
員
さ
ん
に
聞
い
だ
ら
、
四
五
五
通

↑

も
の
だ
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
つ
だ
ん

一

、
だ
っ
て
。
み
な
さ
ん
ほ
ん
と
に
あ
り

一

が
と
う
。

↑

図
書
館
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に

一

し
て
ま
す
o

そ
れ
じ
ゃ
、
ま
だ
ネ
。

」

り
~ち
ゃ
ん
を

ヨ
ロ
シ
ク
H

数
字
で
み
る
図
書
館
利
用
(

園
開
岡
幽

平成2.11 ④ 広報しようわ
-孟車留置-圏直i畠i!!Ii量密盈謡副極E・

AV資料

514点

(2.12%) 

(
平
成
二
年
十
月
二
日
現
在
)

(利用登録者地区別世代別一覧〕

地区/世代 YJj児 小学生 中学生 高校生 19-39 40-59 60以上 計(人)

西条一区 18 75 42 9 41 25 10 221 

西条二区 47 145 82 28 106 55 14 487 

清水新居 日 22 2 4 34 B 。 78 

西条新田 12 57 38 11 18 15 154 

押 越 27 81 44 22 55 38 18 297 

河東中島 18 78 30 14 51 37 日 237 

紙漉岡原 11 60 28 B 58 30 7 201 

築地新居 3 58 38 日 31 27 g 177 

飯 喰 5 30 14 4 28 11 5 97 

河 西 13 66 34 10 47 22 日 201 

上河東 15 45 22 16 41 22 3 164 

上河東二区 25 85 41 16 58 40 9 285 

昭和町ヘ通勤 。。。。50 16 4 70 

昭和町ヘ通学 。。。140 。。。140 

田富町 4 22 9 7 26 12 。 80 

玉穂町 15 86 32 15 52 41 5 246 

龍王町 15 30 7 38 23 3 126 

甲府市 36 54 15 20 87 47 5 264 

他の市町村 B 18 。 3 48 14 91 
4ロl>. 279 1.034 492 341 日74 484 112 3.616 



清
水
新
居
区

j

九
月
十
五
日
出
、
清
水
新
居
区

「
ふ

る
さ
と
祭
り
」
が
清
水
新
居
公
会
堂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
公
会
堂
に
入
っ
た
と

た
ん
に
視
界
に
飛
び
こ
ん
で
き
た
の

は
、
鮮
や
か
な
手
芸
作
品
・
写
真
・
油

絵
・
習
字
な
ど

「
説
明
を
ま
と
め
る
だ

け
で
も

一
晩
か
か
り
ま
し
た
」
と
い
う

力
作
ぞ
ろ
い
。
こ
の
文
芸
作
品
展
は
、

今
回
が
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て

不
安
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
プ
ラ
モ

デ
ル
の

「戦
艦
ヤ
マ
ト
」
、
お
年
寄
り
が

愛
情
こ
め
て
編
ん
だ
レ

l
ス
の
テ
ー
ブ

ル
ク
ロ
ス
、
ま
た
、
日
頃
活
躍
し
て
い

る
先
生
方
の
作
品
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

の
た
め
に
と
貸
し
て
く
だ
さ

っ
た

「手

づ
く
り
絵
本
」
:
:
:
ど
れ
も
が
ほ
ん
と

う
に
心
暖
ま
る
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

A チピつ子力、らお年寄りまで一緒に仲良くれ三世代の歌声、、

ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー

「
一
輪
子
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー」

で
は
、
指
導
の

お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
足

元
で
、
た
く
さ
ん
の
子

供
た
ち
が
座
り
こ
ん

で
、
夢
中
で
花
づ
く
り

を
し
て
い
ま
し
た
。
「そ

の

花

誰

に

あ

げ

る

の

?
」
の
問
い
か
け
に
、

小
さ
な
声
で
て
れ
く
さ

そ
う
に
「
お
か
あ
さ
ん
」

と
答
え
て
く
れ
た
男
の

子
の
顔
は
キ
ラ
キ
ラ
輝

い
て
い
て
、
「
ふ
る
さ
と

っ
て
い
い
な
」

っ
て
と

っ
て
も
う
れ
し
く
感
じ

宇
品
1
し
h
~

。

組
別
の
出
し
物
が
始

ま
る
頃
に
は
、
人
・
人
・

人
で
人
で
い
っ
ぱ
い
。

各
種
団
体
が
出
し
た
屋

台
も
あ
ふ
れ
ん
ば
か

り。

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」

は
区
民

一
人

一
人
が
主

役
。
お
と
う
さ
ん
も、

お
か
あ
さ
ん
も
、
チ
ビ

つ
子
も
、
お
じ
い
さ
ん

も、

お
ば
あ
さ
ん
も
み

ー
ん
な
主
役
。
楽
し
く

愉
快
な
夏
の
日
の
思
い

出
で
し
た
。

叩
月
U
B
f
J

刊
月

9
日
は

読
書
週
間
で
す

。

「
本
と
の
出
合
い
人
と
の
出
合
い
」

V
講

師

浅

川
き
よ
み
先
生

V
日
時

十
一
月
二
十
一
日

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

。

「
子
供
と
絵
本
の
出
合
い
」

V
講
師

角
田
準
子
先
生

v日
時

十
一
月
十
四
日

午
前
十
時
か
ら

※
会
場
は
町
方
と
も
昭
和
町
立
図
書
館

で
す
。

(詳
し
く
は
冨
万
1
7
8
6

0
〉ま
で
。

開催

竹月4日(木)・2(金)(土)・3日⑫ ・4日(日)

総合会館

・短歌、川柳、俳句、写真、 絵画、書道、

盆栽などの展示発表

・囲碁 ・将棋大会、 ダンスパーティ、詩珍

の夕べ
・七宝焼、版画、手工芸、華道、茶道など

の体験コーナー

・舞踊、民謡、大正琴、コーラスなどの発表

・講師

吉武輝子〈評論家 ・作家〉

〔テーマ〕人生を豊かに生きるために

田教育委員会(冨75-3 7 3 7)ぎで

文化祭、公民館まつり、文化講演会

I *開催日

* 場所

*文化祭

公民館まつり

女文化講演会

女お間合わせ

、“...... ，:'":'%電，'~.~

二
般
図
書
】

o
他
人
家
族
物
語

大
塚
千
野
徳
間
書
庖

o
ア
ヴ
オ
ン
リ
ー
の
ア
ン

L
-
M
・
モ
ン
ゴ
メ
リ

東
京
図
書

O

『
ち
び
く
ろ
サ
ン
ボ
』
絶
版
を
考

え
る

径
書
房

0
旅
の
絵
日
記

平
野
レ
ミ
+
和
田
誠

講
談
社

0

一
日
だ
け
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

弓
立
社

{児
童
図
書
}

O
地
図
に
な
い
島
ヘ

武
田
英
子

農
山
漁
村
文
侶
協
会

0
花
ゲ
リ
ラ
っ
て
し
っ
て
る
?

藤
田
千
津
あ
か
ね
書
房

0

ト
ン
ボ
の
国
を
ま
も
る

望
月
正
子
小
峰
書
居

。
も
ど
っ
て
お
い
で
シ
ロ
ツ
グ
ミ

C
・
D
-ウ
工

ツ
ク

ブ
ッ
ク
ロ
ー
ン
出
版

o
ぽ
か
ぽ
か
・
い
い
ひ

し
ま
だ

・
し

ほ

童

話

屋

町
立
図
書
館
か
ら

舎
月
の

お
す
す
め

作
自

-韮重盛ヨP?FiI盤温量謹堅固Di歯車.
平成2.I I 広報しようわ⑤ 



-
事
故
防
止
は
家
庭
か
ら
園

九
月
十
日
側
、
昭
和
町
に
全
国
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
交
通
安
全
母
の
会
が

総
理
府
交
通
安
全
対
策
室
の
委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。
山
梨
県
で
は
、
県
庁
前
を
出
発
し
、
鰍

沢
町
↓
市
川
大
門
町
↓
昭
和
町
↓
鳴
沢
村
↓
足
和
田
村
↓
勝

山
村
↓
西
桂
町
↓
早
川
町
を
三
日
間
か
け
て
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
泉
町
長
を
は
じ
め
安
協
昭
和
支
部
・
昭
和
駐
在

所
・
昭
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
・
昭
和
町
交
通
安
全
母
の
会
の
み

な
さ
ん
が
で
む
か
え
、
押
原
保
育
園
の
チ
ビ
っ
子
た
ち
の
か

わ
い
ら
し
い
マ

l
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
歓

迎
し
ま
し
た
。
伝
達
式
で
は
、
総
務
長
官
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、

全
国
交
通
安
全
母
の
会
の
鶴
田
会
長
か
ら
泉
町
長
に

伝
達
し
た
後
、
チ
ビ
っ
子
た
ち
が
今
度

は、

「交
通
ル

l
ル
を
ま
も
り
ま
し

ょ

う
」と
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
昭
和
町
交
通
安
全
母
の
会

の
松
岡
会
長
が

「交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
私
た
ち
母
親
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
一
番
」
と

し
め
く
く
り
、
日
頃
か
ら
の
家
庭
で
の

指
導
の
大
切
さ
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。企みんな一緒仁、突通安全。

総合会館前で。

h
F

子
供
た
ち
を
、
実
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
(
松
岡
さ
ん
)

4

司
藤
本
洋
氏
。
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
。
め
、
積
極
的
な
指
導
と
行
動
力
を
発

揮
し
、
社
会
体
育
の
発
展
に
尽
力
さ

;

D

3
可思議
iiJ
自

画

圃

・

・

]

れ
ま
し
た
。

寵
一

酌

一
¥
強
J

一
一
曹

司

唖

園

田

一

一一一

ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
五
年

一

農

民

ρ
忌
量
馨
i

品

F一
間
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
の
理
事
長

…

前

首号

車
乱
暴

F
J

圃
・

を
務
め
、
平
成
元
年
か
ら
は
会
長
と
一

書

臨
例
議
芳
誠
心

.3
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
充
実
一

崎町

技

氏

ぎ

伊
ド
-R

，

j

・

圃

と
自
主
運
営
体
制
の
確
立
に
努
め
て
…

-Mμ
競

羊

理

由

襲

嶋

一貫
一、

L

・

E

い
ま
す
。
そ
の
活
躍
は
、
県
ソ
フ
ト
…

晴
刷

レ

ミ

J
d
普
通
』
一
正
地

4
1一

一-甑

ご
イ
ベ
酵
艇に
、二
日日目
H
u
h

-
市

ボ

藤
附

轟
韓

国
闘
臨
盤
固

二

町
陸
‘撞翠闘韓幅踊聾岡園麗抽箇困聾璽圏曙
句

圃

-坤a句

Lト卜ト卜.

劃
間
接
陸
国
関
組
理

γa
E

・E

・-'tfpz

副
問

フ

こ
の
長
年
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
…

掘
現

ソ

藤
本
氏
は
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
四
れ
、
こ
の
ほ
ど
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

一

〈

年
間
押
越
地
区
体
育
正
・

副
部
長
を
務
で
行
わ
れ
た
第
四
十
三
田
県
体
育
祭

め
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
り
の
開
会
式
の
席
上
、
県
体
育
功
労

六
年
間
町
体
育
協
会
の
副
理
事
長
を

務

者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

迷
惑
を
招
く

あ
な
た
の

そ
の
一
台

ゆ
と
ら
こ
そ
無
事
故
に

つ
な
が
る
道
し
る
べ

秋
の
全
国
安
通
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
九
月
二
十
一
日
、

町

・
南
甲
府
警
察
署
・
南
甲
府

受
通
安
全
協
会
昭
和
支
部

・
受

通
安
全
田
の
会
が
、
受
通
安
全

の
街
頭
指
導
を
釜
無
土
業
団
地

入
口
で
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
臼
は
、
飲
酒
運
動
の
絶

滅
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
善
用

・

無
謀
運
転
の
追
放
な
ど
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
約
三
百
枚

の
黄
色
い
羽
根
を
一
台
一
台
に

配
布
し
ま
し
た
。

受通安全街頭指導
~黄色い羽根を配布~

砂
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
忘
れ
ず
に
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛

好

者

募

集

体
青
協
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
(
代
表
・
輿
石
蓄
平
)
で
は
、

い
っ
し
ょ
に
プ
レ
ー
で
き
る
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
だ
れ
で
も

気
軽
に
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。特

に
四
十
歳
以
上
の
男
女
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
、
お

電
話
く
だ
さ
い

0

・
お
問
合
せ
昭
和
町
教
育
委
員

会
内
体
育
協
会
事
務
局
(
霞

万
1
3
7
3
7
)
ま
で
。

⑥ 平成2.11広報しようわ
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自
転
車
の
駅
前
放
置
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
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之
ち
ら
環
場
パ
ト
ロ
ー
ル

剛山州 側 同 糊 時 雨 明 網 棚 恥 骨 時 間寸志

j

「
川
を
き
れ
い
巴
」

あ
な
た
も
主
役

j

き
(
い
な
川
や
豊
か
な
水
辺
は
¥

四
季
折
々
の
風
情
を
装
い
¥
私
芝
ち

の
山
り
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
¥
私
だ
ち
が
な
に
げ
な
く

家
庭
か
ら
流
し
て
い
る
水
が
川
を
活

し
¥
自
然
や
生
活
環
境
を
損
っ
て
い

る
状
況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
次
の
よ
う
な
家
庭
で
で
き
る

生
活
排
水
浄
化
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

。

流
し
台
に
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
水
切
り
袋
を
使
用
し
固
形

物
の
流
出
を
防
正
す
る
。

。

汚
れ
の
つ
い
た
食
器
や
鍋
は
、

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
拭
い
て
か

ら
洗
う
。

。

使
用
済
み
の
食
用
油
は
、
凝
固

剤
で
固
め
芝
り
、
ぼ
ろ
き
れ
や
新

聞
紙
に
し
み
こ
ま
せ
る
。

。

酒

・
ビ
!
ル
の
飲
み
残
し
・
米

の
と
ぎ
汁
は
¥
庭
木
な
ど
に
敵
布

す
る
。

。

洗
剤
は
、
無
リ
ン
洗
剤
を
使
用

す
る
。

~撃をU

...昭和の清流をとりもどせ/

。

浄
化
槽
や
沈
澱
槽
は
¥
適
正
に

管
理
す
る
。

私
だ
ち
が
家
庭
で
行
う
対
策
は
¥

虫
近
な
小
さ
な
も
の
で
す
。
し
か
し
¥

こ
の
横
み
重
ね
と
広
、か
り
が
¥
豊
か

で
美
し
い
自
然
を
守
り
¥
き
れ
い
な

川
や
青
い
海
を
私
芝
ち
の
子
供
だ
ち

に
引
継
い
で
い
く
大
き
な
力
に
な
る

の
で
す
。

で
す
か
ら
¥
私
だ
ち
ひ
と
り
ひ
と

り
、
ガ
¥
川
や
海
の
き
れ
い
な
水
質
を

守
る
だ
め
に
、
家
庭
で
で
き
る
生
活

排
水
対
策
を
山
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
 

に
は
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

な
お
、
ク
イ
ズ
の
正
解
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

【
正
解
と
解
説
}

l

あ
な
た
の
家
の
台
所
や
風
呂
で
使

っ
た
汚
れ
た
水
は
、
ど
こ
に
流
れ
る

で
し
ょ
う
?

正
解
⑧
河
川

・
家
庭
の
台
所
や
風
巴
の
汚
れ
た
水

は
、
す
べ
て
汚
水
管
を
通
り
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、
殺
菌
を

広
報
九
月
号
で
問
題
を
だ
し
た

「釜
し
て
き
れ
い
な
水
を
川
へ
放
流
し

無
川
流
域
下
水
道
ク
イ
ズ
」
の
正

解

者

ま

す

。

が
下
記
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
/
ク

2

川
を
汚
し
て
い
る

一
番
の
原
因
は

イ
ズ
の
応
募
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
お
な
ん
で
し
ょ
う
か
?

一
は
が
き
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
正
解
⑧
台
所
・
風
自
の
排
水

ご
ざ
い
ま
し
た
。
正
解
者
の
み
な
さ
ん

A

・
ト
イ
レ
の
汚
水
や
工
場
排
水
な
ど

骨一

環
境
衛
生
課
は
、
い
ま
す
。

…
…

}

町
民
の
み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
の
環
境
問
題
で
お
困
り

…

仙

…

佐

身
近
な
環
境
整
備
に
の
方
は
、
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

一

仙

一

世

重
点
を
お
き
、

2
3
当
ゴ
ゴ
圃闘盟¥一
iE

…

町
一

係

か

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る

司

、

土

一

二

圃

聞

喝

墜

以

ア

注

ま

課
に
な
る
よ
う
に
が

河
町
ヘ

一一
エ
岨

誠

一

R.
斗

プ

韓

お

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

割

d
d
um
m町
田
彊

一
…

関

民

業
務
の
内
容
は
、

一百

十

w一一
回

一叩
圃
圃
園
田
関

一…
7

h

〕

φ
一

公
衆
衛
生
、
公
害
、

ヨ

ム

随

一
二
・

…サ
圃
・
・
聞

u-

F

…一K
蚕

は
犬
の
登
録
及
び
狂
犬
胃

液一一問
一一
一
明

司

J

T
一
都
通

説

病
予
防

一般
廃
史

事

す

も

ιE
'快
位

向

…
一
側
面

劃

物
の
処
理
清
掃

一
寸

品

、

ど

可

語

習

…

?

一
帯
一
環

問

公
園
管
理
、
浄
化
槽

一

J
?
?
JJ
禽
J
・

…

叩

…
梧
認
一
{

境

指
導
、
昆
虫
駆
除
、

で
諮
問
ず
い
ぶ
片
品
納
¥
一
一
段
鰯
繭
盟
問

三

一新一

環

道
路
及
ぴ
河
川
の
補

一路
一
五

4
接
手
際
鱗
蹴
醒

一

'
-

ElEbr
iga--E
r--h田
園
劃

EE--51引
M
問
機
謀
関
踊
謹

-
-
E闘

事
・
て

/

ム

修

・

清

掃

を

行

っ

て

:

…

郡

一

、

4

h

F

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
、
出
動
。

開

-

く二二二〉

難以つだ

釜無J哩壇
下水道クイズ/

は
、
浄
化
施
設
に
よ
り
浄
化
さ
れ

ま
す
が
、
台
所
・
風
呂
の
排
水
は

そ
の
ま
ま
流
さ
れ
ま
す
。

3

全
国
の
下
水
道
普
及
率
は
布
%
で

す
が
、
山
梨
県
の
普
及
率
は
何
%
で

し
ょ
う
か
?

正

解

①

m
%

・
現
在
、
山
梨
県
で
は
色
々
な
市
町

村
で
下
水
道
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
下
水
道
が
使

用
さ
れ
て
い
る
の
は
甲
府
市
と
そ
の

他
一
部
だ
け
で
す
。

4

釜
無
川
流
域
下
水
道
は
、
全
部
で

何
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
つ

正

解

⑧

m市
町
村

A

マ
韮
崎
・
三
珠
・
市
川
大
門
・
増
穂
・

鰍
沢
・
龍
王
・
敷
島
・
玉
穂
・
田
富
・

昭
和
・
八
田
・
白
根
・
若
草
・
櫛
形
・

甲
西
・
双
葉
。

5

下
水
道
が
つ
く
ら
れ
る
と
、
汚
れ

た
水
を
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
な

水
に
し
ま
す
が
、
こ
の
浄
化
セ
ン
タ

ー
は
、
何
町
に
で
き
る
で
し
ょ
う
か
つ

正
解
③
増
穂
町

・
釜
無
川
流
域
下
水
道
事
業
に
よ
り

増
穂
町
に
で
き
る
浄
化
セ
ン
タ
ー

は
、
集
め
ら
れ
た
下
水
か
ら
土
砂

と
ゴ
ミ
を
取
り
除
き
、
水
を
き
れ

い
に
す
る
泥
(
活
性
汚
泥
)
を
加

え
、
水
を
浄
化
す
る
施
設
で
す
。

V
全
間
正
解
者
(
敬
称
略
・
順
不
同
)

松
田
元
彦
・
松
田
歩
美
(
西
条
一
区
)

望
月
敬
・
望
月
麻
衣
(
西
条
二
区
)

湯
泉
英
(
押
越
)

長
田
喜
久
男
・
長
田
英
之
(
河
東
中
島
)

-重量盛温盟畠畠m畠i!!Ii孟堕窪謡iu歯車.
平成2.11広報しようわ⑦ 



-3立亙E互Eヨ・・
いくつになっても

プレーヤー f
河東中島)輿石善平さん (57歳

合
回
は
、

A
7
年
度
体
育
協
会
内
に
新

し
く
誕
生
し
ま
し
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
の
部
長
輿
石
善
平
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
だ

っ
て
、
若
い
頃
に

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
か
じ
っ
た
だ
け
な
ん

で
す
よ
」
と
輿
石
さ
ん
。
昭
和
六
十
三

年
に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
た
、

「第
一
回

目

E
圏
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
」
で
初
め
て
紹
介
さ

吋
」
岬
.
れ
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
ま
っ
た

d
J
ι
圃
く
知
ら
な
い
競
技
だ
け
れ
ど
、
男
子
パ

、，A圃
レ

l
ボ
ー
ル
部
の
部
長
さ
ん
に
勧
め
ら

/
l
v
・
れ
始
め
た
そ
う
で
す
。

内
A
V
園
ス
ポ
レ
ク
祭
で
、
や
っ
て
み
て
び
っ

ール
圃
く
り
。

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
気
楽
だ
ろ

，
例
川
・
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
と
ん
で

・
畳
a
も
な
い
。
バ
レ
ー
の
球
は
、
力
一
杯
ス

司

4
F
Z
パ
イ
ク
す
る
と
一
直
線
に
飛
ぶ
が
、
ソ

t
d
U
フ
ト
バ
レ

l
の
球
は
、
打
つ
角
度
と
方

圃
向
を
ち
ょ
っ
と
で
も
間
違
え
た
ら
、
も

.
う
大
変
。
右
へ
、
左
へ
、
天
上
へ
と
シ

ュ
i
卜
し
て
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
善
戦
む
な
し
く
一

回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
年
の
五
月
十
三
日
目
に
行
わ
れ
た
山

梨
ス
ポ
レ
ク
祭
で
は
、
見
事
、
敢
闘
賞
。

「で
も
、
一
勝
す
る
と
も
ら
え
る
賞
な

ん
で
す
よ
」
と
ま
た
ま
た
大
爆
笑
。

ソ
フ
ト
バ
レ

l
は
、
安
全
で
、
手
軽

で
、
何
歳
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
四
人
制
な
の
で
運
動
量
も
多
く
、

汗
を
た
く
さ
ん
か
き
ま
す
。
そ
ん
な
汗

も

「自
分
の
体
を
い
じ
め
て
、
い
じ
め

て
、
い
じ
め
ぬ
い
て
健
康
な
汗
を
か
く

こ
と
」
を
信
条
と
し
て
い
る
輿
石
さ
ん

に
と
っ
て
は
、
風
呂
あ
が
り
の
一
杯
を

お
い
し
く
さ
せ
て
く
れ
る

グき
わ
や
か

な
汗
。
と
な
る
そ
う
で
す
。

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
指
導
者
よ
り

プ
レ
ー
ヤ
ー
で

い
た
い
」
と
語
っ
て
く

れ
た
輿
石
さ
ん
。
体
を
鍛
え
続
け
、
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。 • r誕生したばかりの部。ソフトバレーボールの輪在

どんどん大きくしたい……。」と輿石さん。

告許ちー づくO料理

にんにく l片さやいんげん100g
-材料4人分

殻っきえび伏:)12尾 じゃがいも 2個

パセリのみじん切り大さじ 2杯

-作り方

①えびは背わたを取って尾一節残し皮をむき、軽く塩・こしょうをします。

③じゃがいもは皮をむき、 5mmぐらいの厚さの半月切りとし水にさらし、水け

をとります。

③いんげんは筋在取り、 4cmぐらいの長さに。にんにくは薄く切ります。

@フライパンにサラダ油大さじ 2杯とにんにくを入れ、香りがよくなったらじ

ゃがいもを加え弱火で、ゆっくり焼き、 一度じゃがいもを取り出します。

⑤油をたして、えびといんげんを強火でいため、じゃがいも在もどし、パセリ

を振りかけて、いため合わせます。最後に塩小さじ 2杯、こしょう少々で昧

をととのえます。

え
び
の
ソ
テ
ー

栄養改善推進員

堀内かつみさん(飯喰)

i:ぢょっと一言 I 

インゲンのかわりに、身近にある季節

の野菜を使うと良いと思います。簡単

な料理ですので手軽にお試しください。
一一や
廃蒔 初紅

秋天 壊家 麻胡 拓本
窯 古 宿 川 近松

木洩 読書
キ火山 周さ踊 手葛 千秋 周右朝

屋き もと
入れの 車開筒

に筋
道は 千本 海業 消に

風衣 踊の 曲の 風露--の物 み黄 にし 束を 着 に れ会 の の り花 川虹 にの
壁の ぢの ロ詰t>it.. やど

安き ;素境
草海 日あ 村ゆ 日青粗 も這 北来 4劣王留 こ面喜 わ黒 あ 経 街り

陶師 けも
のに にし の列葬 聞き j恭い にし り ま高

つ雨 けきF け ひ の終
夜堵 干せ

実浮 透た
奥津台

の針 えの 流方 どと

うつ に ての てび 板り のし のべ け に 神田 ニぼ れの ら光

蔦む 患ま
手紅 L 、け 塀た 手て 長り みて て控 城風 興や 人り て み れり
に葉 てり 月る

許水 見る
の手大 ち 天 冬 え こき 忙キ大 の来 露が して

Uま蔓れ 触は 歯今 を手大 木日 失ロ高 瓜読 じっ し暑 昆て け鮮 ~垣
み るし 科 朝 抱主文 i査手火 喰の 患 し のむ んつ なし 売布~ 人駅無

し明 の根
な ない のの L 、打 め思 仏山 文

産気夜良
まあ ゃに 跡草

俳う
済 なま 椅秋 てつ るか 珠 りり
み かま 子 な 功、

て ま な
ど

薬 オよ 中
内藤

Tム宅ロ司 塩 輿 河 長 磯 イヂー 井

句袋 岡 j華; 聖子 田 石 田 田 ;尺 告F 藤 上
ザ〉忌 "s. そ 百 ま

花 満 静 久 麻 だ 長子 の ぷ℃コ〉、 春 セ --オ支 子 イえ 次 オ支 子 イえ 子 子 子 与 2エ yエ

③ 平成2.II 広報しようわ

-重量監ヨ盤i!IE謹堅固副函E・



赤・ぢ .~.fu. 誕.~

じゅんいちろう

竜潤一郎くん
・H1.竹.30生(飯膿)

・ (父)孝典・(田)真由美

んや

子
ぢ

進

み美
E

U

回
成
m
M
H
t

水

刊一防

塞
聞

8

M

3
J
4
h

父

U
H
r
t
 ・-

ん

官
一
合

く

に

百

初

介

恒

川

か
大

性
m
t

田
i
明

塚
肌

ω

•• 
名前の由来一周りの人の山にも、潤いを与え

られる様な人になってほしいと思い名伺けま

しだ。

名前の由来一美しく、輝きのある女優さんの

ように育ってほしいと願って名町けましだ。

早く髪ガ伸びて、スカートの似合う女の子に

なってほしいな戸~。

名前の由来一大きくのびのびと育つよう名伺

けましだ。男らしく、思いやりのある優しい

人聞になってほしいです。

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

八

読

書

V 

親
が
手
本
を
示
そ
う

「
お
母
さ
ん
、
あ
な
た
は
本
を
よ
く
読

む
万
で
す
か
」

「
子
供
の
前
で
本
を
読
む
こ
と
が
多
い

で
す
か
」

「
お
父
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
」

こ
ん
な
質
問
に
対
し
て
、
「
よ
く
読
み

ま
す
」
と
答
え
ら
れ
る
人
は
ど
の
位
い

る
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
世
間
に
は
、
子
供
が
本
を
読
ま

な
く
な
っ
た
、
教
科
書
も
ろ
く
に
読
め

な
い
と
い
っ
て
、
子
供
の
活
字
離
れ
を

心
配
す
る
人
が
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。

学
校
の
図
書
館
で
も
、
せ
め
て
ま
ん
が

本
で
も
読
ん
で
く
れ
た
ら
、
と
い
う
祈

る
よ
う
な
声
さ
え
聞
か
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

P
T
A
の
集
会
で
も
よ
く
取

り
あ
げ
ら
れ
る
問
題
で
す
。
困
っ
た
こ

と
で
す
が
、
私
は
子
供
、
か
本
を
読
ま
な

い
の
は
親
が
読
ま
な
い
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
い
ま
は
大
人
の
閏
で
も
活

字
離
れ
は
進
ん
で
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
な

ど
か
ら
直
接
う
け
ら
れ
る
情
報
に
比
べ

て
、
活
字
は
わ
ず
ら
わ
し
い
と
敬
遠
す

会
合
号
先
々

る
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
な
か

で
、
子
供
に
だ
け
読
書
を
奨
め
て
も
無

駄
で
す
。
子
供
は
親
の
真
似
を
し
て
育

っ
て
い
ま
す
。
両
親
の
振
舞
を
よ
く
見

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
子
供
に
読
書
を

奨
め
る
場
合
に
は
、
ま
ず
親
自
身
を
振

り
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大

抵
の
場
合
、
親
が
よ
く
本
を
読
む
家
庭

の
子
供
は
本
好
き
で
す
。
こ
ん
な
家
庭

で
は
、
子
供
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
「
読
み

聞
か
せ
」
な
ど
し
て
興
昧
を
も
た
せ
、

文
字
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
「
読

み
出
べ
」
な
ど
し
て
、
読
書
意
欲
を
か

き
た
て
て
い
ま
す
。
童
話
、
名
作
等
の

読
後
感
想
を
話
し
合
え
る
よ
う
に
な
る

と
、
子
供
の
読
書
へ
の
期
待
感
は
い
っ

そ
う
高
ま
り
、
読
書
が
い
か
に
人
生
を

豊
か
に
す
る
か
知
ら
す
知
ら
ず
の
う
ち

一
⑨
西
条
二
区

マ
塩
沢
か
お
り
(
忠
)

一
⑨
清
水
新
居

マ
安
田
絵
理
子
(
義

一
人
)
⑨
築
地
新
居

マ
金
丸
沙
紀
(
富

一

一
)
⑨
飯
喰

マ
中
津
大
樹
(
久
雄
)

-
⑨
河
西

マ
一
之
瀬
舞
(
幸
富
)
マ
一

一
瀬
優
也
(
修
)
マ
清
水
敏
也
(
克
之
助
)

一

マ
保
坂
啓
斗
(
正
広
)
マ
和
田
歩
(
功

一
一
二
)
⑨
上
河
東

マ
久
保
川
光
輝

一

(
均
)
マ
土
橋
由
貴
(
忠
一
一
)
⑨
上
河

一
東
二
区

マ
荒
居
祥
太
(
正
人
)
マ
荒

一
居
紫
乃
(
正
人
)
マ
海
野
博
希
(
光
裕
)

合

に
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

就
学
時
健
康
診
断

お
し
ら
せ

平
成
三
年
度
小
学
校
入
学
該
当
児

宅
に
実
施
要
項
と
家
庭
環
境
調
査
表
、

保
健
調
査
表
を
配
布
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
受
取
っ
て
い
な
い
家
庭
の
方
は
、
町

教
育
委
員
会
(
箇
万
1
3
7
3
7
)
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
健
康
診
断
日
程

.
押
原
小
学
校

日
時
十
一
月
十
五
日
午
後

一
時

場
所
押
原
小
学
校
体
育
館

-
西
条
小
学
校

日
時
十
一
月
八
日
午
後
一
時

場
所
西
条
小
学
校
玄
関

平
成
=
年
九
月
一
日
j
九
月

三
十
日
ま
で
の
届
出
ハ
敏
柿
略
〉

マ
河
西
勇
哉
(
洋
一
)

• ーヲ、、
<-

結

婚

.

⑨
西
条
二
区

マ
小
沢
正
一
・
純
子

マ
手
塚
忠
彦
・
真
理
子
マ
古
屋
裕

一
了

一

枝

⑨
清
水
新
居

マ
清
水

隆
男
・
百
合
香
⑨
河
東
中
島

マ
篠
原
正
伸
・
り
さ
子
⑨
紙
漉
阿

原

マ
有
泉
義
彦
・
美
紀
子
マ
手

島
俊
樹
・
香
純
⑨
河
西

マ
竹
内

伸
・
ゆ
み
子

-韮重盛ヨE畠圃量i誼i!!E盛盛圏直i歯車.
平成2.11.1広報しようわ⑨ 



同 叫~~
水
道
局
で
は
、
「
水
道
料
金
口
座
振

替
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
水
道
料
の
お
支
払
い
に
は
¥
金
融

機
関
ま
で
足
を
運
ぶ
手
聞
か
な
い
、
便

利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
納
ぱ
制
を
ご
利
用
の
み
な
さ

ん
に
、
口
座
振
替
申
し
込
み
は
が
き
ろ

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
甲
府
市
水
道
局
料
金
課

(
冨
お
|
3
3
7
4
|内
線
問
)

水
道
料
金
の
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

自
衛
官
募
集

平
成
二
年
度
第
三
次
自
衛
官
募
集
を

い
た
し
ま
す
。

V
職
種
陸
海
空
土
・
自
衛
隊
生
徒
・

看
護
学
生
・
防
衛
大
学
校
学
生
・
防

衛
医
科
大
学
学
生

V
対
象
主
に
来
春
卒
業
予
定
者

陸
海
空
士
に
お
い
て
は
、
特
別
職
国

家
公
務
員
と
し
て
身
分
が
保
障
さ
れ
、

安
定
し
て
い
る
ほ
か
、
二
年
任
期
・
三

年
任
期
を
満
了
し
た
際
に
は
、
特
別
退

職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

V
お
問
合
せ
自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡

部
(
箇
日
|
1
5
9
1
)
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ゃくどし

厄年一万人検診と国保加入者の

「人間ドックJのお知らせ

成人病予防と壮年期か らの健康管理のため、毎年厄年の者とし

て、男女を問わず、 42才・52才・ 62才の方を対象とした厄年一万人

検診と国民健康保険に加入の35才以上の方を対象にした「人間

ドック」を同時に実施します。この機会にぜひ受診してください0

・申込期限 11月9日働まで

・申込場所 ①厄年一万人検診役場健康福祉課(総合会館内)

②国保「人間ドックJ役場町民窓口課国保係

・対象者①厄年一万人検診 42才、 52才、 62才、定員90名

②国保「人間ドックJ 35才以上の方 定員50名

・自己負担金 5，000円内訳町負担 23，840円(消費税を含む)

自己負担 5，000円
(自己負担金は申込みと同時に納めてください)

・持参するもの印鑑

国民健康保険証(国保「人間ド ックjを受ける方のみ)

・検診日 11月19日(月)-22日休). 26日(月)延べ 5日間

(希望の日に受診できます)

・受診機関甲府市飯田3-2-44

山梨厚生連健康管理センター

・お問合せ健康福祉課 75-2111 内線252、253

町民窓口課国保係 75-2111 内線218、219
※なお、定員になりしだい締切りますのでお早めにお申込みください。

福
祉
国
家
を
め
ざ
す
私
た
ち
の
国
の

社
会
保
障
費
は
、
国
の
支
出
の
中
で
は

大
き
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
て
、
社

会
保
障
は
年
々
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
国
民
の
み
な
さ
ん
の
年

齢
構
成
は
、
お
年
寄
り
の
数
が
年
々
増

え
、
逆
に
若
い
人
の
割
合
が
少
な
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
い
け
ば
遠
か
ら
ず
、
若
い
人

の
負
担
が
著
し
く
増
大
し
、
ま
た
、
国
に

と
っ
て
も
増
大
す
る
社
会
保
障
支
出
の

負
担
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
事
態
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し

一方
で
は
、
老
齢
年
金
の
給
付
、

寝
た
き
り
老
人
の
救
護
、
重
病
人
に
対
す

る
完
全
看
護
な
ど
の
面
で
、
福
祉
の
一
層

の
充
実
を
望
む
声
も
強
い
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
二
年
度
は
社
会
保

障
関
係
費
と
し
て
、
十

一
兆
六
千
百
四

十
八
億
円
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
月
刊
B

jげ
日

「
税
を
知
る
週
間
」

し
あ
わ
せ
な
暮
ら
し
を
め
ざ
し

音
楽
と
ま
ち
づ
く
b
の
接
点
を
探
っ
て
み
ま
せ
ん
か

東
京
ム
ジ
力
戸
ン
サ
ン
プ
ル
に
よ
る

弦
楽
四
重
奏
と
甲
府
女
声
合
唱
団
ゴ
|

口
リ
リ
力
の
合
唱
ほ
か
、
清
里
一
明
木
の

村
の
般
木
上
次
氏
、
か
「
ム
ラ
ガ
豊
か
に

な
る
タ
ネ
」
と
題
し
講
演
を
行
い
ま
す
。

ど
な
疋
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

2

2

2

2

2

 

N
T
T側
の
電
話
番
号
案
内
が
、
左

記
の
方
々
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

V
対
象
身
体
障
害
者
手
帳
の
支
付
を

受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
人

-
視
覚
障
害
(
一

j
六
級
)

-
肢
体
不
自
由
(
上
肢
、
体
幹
ま
た

は
乳
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の
脳

病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
一

j

二
級
)

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の

障
害
を
持
っ
て
い
る
人

-
視
力
の
障
害
(
特
別
項
症
j
第
六

項
症
)

・
上
肢
の
障
害
(
特
別
項
症
j
第
二

項
症
)

V
詳
し
く
は
役
場
健
康
福
祉
課
(
雷

花
|
2
1
1
1内
線
問
)
ま
で
。

身
体
障
害
者
及
び

戦
傷
病
者
の
方
へ

v
日
時
十
一
月
十
日
目
・
午
後
一
時

半
か
ら

V
会
場
白
根
桃
源
文
化
会
館
音
楽
ホ

ー
ー
ー
レ

V
お
問
合
せ
県
峡
中
地
方
振
興
事
務

所
(
冨
U
1
7
9
7
2
)

EZ!??21 
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==8月分--

|件 数|負傷 !死者 |
物損47件| 人| 人

Hl~ I (-~4) I。
( )内は、前月比

(昭和駐在所調べ)

:合 山市

「一一一一

自
に
障
害
や
異
常
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
診
察
及
び
相
談
を
行
い
ま
す
。

V
日
時
十
一
月
十
八
日
目
午
前
九
時

半
か
ら
午
後
三
時

V
場
所
山
梨
県
医
師
会
館

V
し
め
き
り
十
一
月
十
日
出
ま
で

V
詳
し
く
は
山
梨
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
眼

科
検
診
係
(
箇
但
|
3
5
0
2
)

部

目
の
不
自
由
な
方
ヘ

雪薄温忌

峡
中
甲
斐
路
塾
開
催

V 

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
は
、
法
人

・
個
人
・
規
模
を
問

わ
ず
労
働
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
職
場
の
み
な
さ
ん
が

安
山
し
て
働
け
る
だ
め
の
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
だ
だ

き
、
未
加
入
の
事
業
主
の
万
は
す
ぐ
に

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

V
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
・

甲
府
公
共
職
業
安
定
所
(
電
位
1
6

0
6
0内
線
⑩
j
⑫
〉
ま
で
。

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

置重量盛温盟盛田昌i撞i!!Ii量堕盈菖副函E・広報しようわ 平成2.11.1 ⑩ 



民、 一一一 、 り 一九

保 健衛生だより
室

戸L
ド
I
b門 杭秋期ポ 1)元生づクデゴ投五

、

乳児 健 康 霊会
ロジ 査

" 
!、、み
t '.~ト
.凡人

Eや対

隊

H 
EトYιq号J吟s 
目酢れ

川
目'ト 》刊

実施日 受付時間及び地区

午後 1時日日分-1時30分
(押原地区)

午後 1時30分-2時00分
(常永地区)

午後2時日日分-2時30分
(西条地区)

受付時間及び地区

午後 1時00分-1時30分
(押原地区)

午後2時00分-2時30分
(常永地区)

午後3時00分-3時30分
(西条地区)

L:>.. 

平成 2年 7月 |冨

出生児。 I館

該当児|場所

平成元年10月

出生児。
L:>.. 
仁ヨ11月9日

(金) ム
冨

平成 2年 1月

出生児。 館

実施日 該当児 |場所

平成 2年 4月

出生児。
L:>.. 
口11月16日

(金)

|西条地区 |西条一 区西条二区清水新居西条新田 | 
|押原地区 |押越河東中島紙漉阿原 | 
|常永地区 |築地新居飯喰河西上河東上河東二区 |

持ち物母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知ください。

3 種混合予防接種

日 時 11月 21日(水)午後 1時 ----2時

場 所 総 合 会 館

該当児

砂 I期…昭和63年3月1日~昭和63年8月31日までの出生児。

砂II期… I期3回を完了して 1年から1年6か月以内の者。

砂昭和62年 9月1日~昭和63年 2月29日までの出生児で未接

種者。

持ち物母子手帳・ 問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できませんので、必ず体温はは

かつてください。

O問診票の記入もれ等がないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

①発熱している者、または著しい栄養障害者。

② 心臓、 血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

③はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後1か

月以内の者。

④ 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

日 時 11月14日(水)午後 1時 ----2時

場所総合会館 | 

該当児惨1回目……平成 2年2月1日~平成 2年7月31日 | 
までの出生児。 I急

砂2回目……平成元年8月1日~平成 2年1月31日
までの出生児。

砂平成元年8月1日以前に生れた子で 4歳以下の未

投与者

持ち物母子手帳・問診票

※追加投与・・・上記の実施日に投与できなかった幼児について

追加投与を11月27日 午 後 1時-1時30分まで

実施します。

く注意事項>

・体温は必ず、はかつてくださしユ。

・問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください0

.投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

くつぎのような人は投与できません〉

①現在下痢をしている人、または発熱している人。

② 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

③はしか(MMR)、BCG接種を受けてから1か月以内の人。

④ 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

乳児整形 号外科模診

日

間

所

児

物

削

施

柵

当

ち

爾
一

実
受
場
該
持

問州

11月28日(水)

午後1時----1時30分
総合会館

平成 2年 7月1日----8月31日までの出生児。

母子手帳

歳児健康診査
」ゎ

3 
実 施 日 11月26日(月)

受付時間午後 1時 ----1時30分
場 所総合会館

該当児昭和62年 9月 1日~昭和62年10月31日までの出生

児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて

の質問票。

※尿検査がありますのでご承知おきください。

5 歳 健康 診 が賓兜

実施日 11月 22日(木)

受付時間午後 1時----1時30分
場 所総合会館

該当児昭和60年 8月1日~昭和60年10月31日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでご承知おきください。

恒子手帳受付及び一般健康棺談B

第 2次結核レントゲン横診

日時 11月5日(月)・ 17日(土)

午前 9時----11時30分

場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行い、健康についての相談にお答えしていま

附 すので、お気軽にお出かけください。

町では 7月 2日----13日に受診できなかった方を対象に11月13

日閃・ 14日(水)に検診を実施しますので未受診者は必ず受診し

てください。

安注意事項

1.学校・勤務先または病院などで受診された方・受診される方は

町の健診を受ける必要はありません。この他、何らかの理由で

受診できない方は配付いたします受診票に必要事項を書きこ

み、役場厚生福祉課、または健診会場へ提出してくだ、さい。

2.どの会場でも受診できますが、受診の際には受診票を必ず

持参してください。

※お問合せ昭和町役場健康福祉課箇75-2111峨252・253

⑪広報しようわ 平成2.11.1
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町四

rl19番」は

落ちついて正確に/

秋季大学開放講座 l第26回文化祭、文下総合会館温泉定休
(中央公民館 |化講演会、公民館|臼

午後 1時30分""'-')Iまつり
(-4目、 5P参照)
シェイプボクシング

(総合会館午後8時'̂")

9百 110露
119番の日C12P参照)
秋の全国火災予防運

鳴 動 (~15 日)

昭和町民健康体力|安産教室 |秋季大学開放講座|心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ|厄年一万人検診と国|役場開守
相談室 長 総合会館)I (中央公民館 I(総合会館午後 l時'̂")Iービス |保加入者の人間ドツ|峡中甲斐路塾開催

(町民体脊館・押原|母子手帳交付及び | 午後 1時30分""'-')1行政相談 I~総合会館午後 l 時:j l 湾計切り日 (10 I~" . (lofi参照)

中学校校庭一般健康相談日 I(中央公民館午後l時"')I西条小・誠学時健康|乳児健康診査
総合会館温泉定休総合会館)I リノ¥ピリ教室 |診断(9P参照 I'-'-"-""W(総合会館)

臼 総合会館)I シェイプボクシング
(総合会館午後8時'̂")

16露 117強
二の酉

5奇 6重 7議 8委
立冬

付事 ¥包重
税を知る週間ふ町、 I ~同即位の礼
世界平和記念百 τ" ~ 国民の祝日

役場開庁 |安産教室 |図書館講座開催(P5 I寝たきり老人入浴サ|乳児健康診査 |母子手帳交付及び
総合会館)I参照) • __. •• -. . Iーピス 総合会館)I一般健康相談日

第 2次結核レント |心配ごと相談(総合会 I(総合会館午後l時'̂")I 総合会館)
|館午後 1 時~) ー

ゲン検診 |卦丑J け十片門舟ニc-'/ 1押原小・就学時健康リハビリ教室

長与(捻合会館ト |診断(9P参照) I 総合会館)
第 2次結核レントゲンシェイプアップ教室

検診 I (総合会館午後8時'̂")

21奇 122重 123議 124委
小雪 |直勤労感謝の臼

13議 14委 赤
口
三

民
d

五

4
E
七

19告 20露

自の不自由な151ゐ1"1厄年=万人検診と..r.. ..... .......... 一一一r;~昌三L一泊該一一一一一一一一 r'5長元信康診主 |総合会館温泉定保'l役場開忌
診察・相談日 |国保加入者の人間 I(総合会館午後 l時'̂")1 総合会館)1日

C10P参照)1ドック検診開始 1 3種混合予防接種|シェイプボクシング

総合会館混泉定休 1(-22目、lOP参照)1 総合会館)1 (総合会館午後8時'̂")
B 

25き 26露 27事
口
μ念

先
負
記
酉

Q
U
関
の

2
税
三

29強 30委

厄年一万ム検診と |秋期ポリオ生ワク |乳児整形外科検診飼えなくなった犬
国保加入者の人間|チン追加投与 総合会館)1 猫収集日
ドック検診日 総合会館)I 総合会館前)
3歳児健康診査

(総合会館)

毎月第4水曜日 28日

飼えなくなった

犬・猫収集日

日時 11月30日(金)
午前10時四分~1o時25分

場所総合会館前

収集車がくるまでは飼主もいっしょにいて

ください。また、猫の場合は必ず麻袋など、

の丈夫な袋に入れてヒモでしっ力¥り封をし

てください。

-霊童罷ヨDl1圏直面iJE覇夜回国臣E・広報しようわ 平成2.11.1 ⑫ 


